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は   じ   め   に 

 

皆さま、ご承知の通り、来る平成３１年４月３０日で平成の世が幕を閉じま

す。平成を保健所数の推移で振り返ってみると、平成元年に全国８４８あった

保健所は、平成３０年に４６９まで減少しました。千葉県でも、県立保健所は

１８から１３に減少しています。保健所数の減少は、保健所の役割が終わりを

迎えつつあることを示しているのでしょうか？ 

かつて国民病といわれた結核罹患率（人口１０万対）は、平成元年に４３．

１であったのを、平成２９年には１３．３に低下させました。麻しんも、WHO

西太平洋地域事務局によって日本は排除状態にあると平成２７年に認定を受け

ています。これだけみると、保健所は輝かしい成果を達成し、その使命を果た

し終えつつあるかに見えます。 

しかし、この平成において、私たちは、SARS、MERS といった新たな感染症の

出現をみました。国際交流の活発化は、エボラウイルス疾患、ジカ熱等を、昭

和の世以上の脅威としました。それら輸入感染症を引き合いに出すまでもなく、

平成３０年の夏、千葉県では全国最多の風疹が発生し、保健所はその対応に追

われています。 

平成は阪神・淡路大震災、東日本大震災等、大災害発生の世でもありました。

平成３０年７月豪雨災害は、平成３０年を DHEAT(災害時健康危機管理支援チー

ム)活動元年としました。全国から保健所員が被災地に駆けつけ、災害時保健・

医療活動のマネジメントを支援しました。保健所の住民の命と健康を守るとい

った使命は不変であり、業務はより複雑化、多様化したのが平成年間にみた変

化といえます。 

この市川健康福祉センター事業年報は、平成に発行する最後の年報です。平

成年間で千葉県の県立保健所が減少した一方で、政令市、中核市が新たに保健

所を設置し、保健所は市民により身近な存在となりました。私たち県立保健所

も、県民にとって身近な存在でありたいと願い、この年報をお届けしています。

来年迎える新たな世においても、当センターが住民の命と健康を守る使命を果

たせるよう、皆さまからのご支援、ご協力を頂けますことをお願いし、はじめ

の言葉とさせて頂きます。 

 

 

平成３０年１０月 

千葉県市川健康福祉センター長（市川保健所長） 坂本 泰啓 
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凡  例 

１ 各表、図は、年とあるものは１月～12 月の暦年、年度とあるものは、４月～翌年３月

の会計年度である。 

２ 各表中、年号表示のない資料は、平成 29 年度分 

（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

３ 各表欄外の注を参照のこと。 

４ 各表の数字は、単位未満を四捨五入してある。したがって、合計表と内訳の計が一致

しない場合がある。 

５ 各表の符号は、特にことわりのないほかは、次のとおりである。 

「０」掲載単位に満たないもの 

「－」該当なし 

「…」事実不詳又は資料なし 

「△」減少を示す 

 


